




プレゼンター�
まず簡単にサクラボについて説明します
日本女子大学のシンボルである桜のサクとラボラトリーのラボからとり、
「ここからいろいろな成果が育ち、才能が咲く」という意味が込められています�



プレゼンター�
クリスマスカード作り、コラボ商品開発、絵本の読み聞かせ、学園祭である日女祭でのコラボ商品販売、生田緑地ベントなど
これらの活動を通して大学と地域の皆様との交流を図っています。
ICT�



プレゼンター�
今回はサクラボと生田緑地の森のにじという団体とコラボして企画したイベントについてご紹介します�



プレゼンター�
イベントを企画するにあった経緯は大学と地域の交流を増やしたい、そして生田緑地をもっと知ってもらいたいという気持ちから、
生田緑地で活動している森のにじに連絡をとり打ち合わせを重ねることで実現しました。�



プレゼンター�
生田緑地イベントではお家でも簡単に作れるドームづくりや動く電子絵本の読み聞かせ、自然の中のお絵かきアトリエなどを行っています。�



プレゼンター�
それでは、動く電子絵本とはいったい何なのでしょう？
日本女子大学の学生が作りました。パワーポイントを使って動きや音を入れて視覚的に楽しめる絵本を作成しました。�



プレゼンター�
みなさん、スノードームをご存知でしょうか？
実はとっても簡単に作れるんです。中に入れるカラーサンドを変えることで四季折々の作品が作れるんです。
12/23の冬のイベントではスノードームを作り、3/15の春のイベントではさくらドームを作りました。6/21はあじさいドームを作ります。
ポスターも本日用意してあります。ぜひご参加くだい。
�



プレゼンター�
12/23のイベントで�



プレゼンター�
イベント後のアンケートより、参加者の方からこのようなお声をいただきました。
ドームづくりでは、
「やさしくおしえてくれてとてもうれしかったです。またイベントがあったらきたいと思います。」
「とても楽しかったです。お家でもつくってみたいです。」
絵本の読み聞かせでは、
「テンポよく進められていました。もっと読む声に変化があるとはく力があったカナ？
おもしろかったです！」
「良かったです。子供との時間をうまく過ごせました。」

�



プレゼンター�
「どのようにしたら参加者が楽しめるのかについて、メンバーで話し合ったりする作業が新鮮だった！」
「事前広報の力の大きさ、大切さを実感した。」
「臨機応変に自分達で色々方法を考えて動くことの大切さを学んだ。」
「参加者に笑顔で「ありがとう。楽しかった。」と言ってもらえた！！」





�



プレゼンター�
生田緑地での動く電子絵本読み聞かせ、あじさいドームづくりを行います。
※ポスター
10月17,18日に行われる日女祭ではコラボ商品の販売会、電子絵本の読み聞かせを行います。
昨年の日女祭では米粉を使ったハンバーガーの販売を地域の店舗とコラボして行いました。

�



プレゼンター�
サクラボでは動く電子絵本についてのグループセッションを行います。
実際に絵本を動かしてみましょう。ぜひサクラボコーナーへ来てください。�




